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事
例
１
】

　

ス
マ
ホ
閲
覧
中
に
現
れ
た
「
将
来
が
不
安
な

人
へ
」
と
い
う
広
告
か
ら
、占
い
サ
イ
ト
の
「
無

料
診
断
」
に
興
味
本
位
で
個
人
情
報
を
入
力
す

る
と
、
占
い
師
か
ら
「
不
幸
な
ま
ま
で
い
い
の

か
？
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。
や
が
て
「
運

気
を
上
げ
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
を
や

り
と
り
す
る
た
び
に
ポ
イ
ン
ト
購
入
が
必
要
に

な
り
、
総
額
で
５０
万
円
は
支
払
っ
た
。
退
会
を

申
し
出
る
と
「
も
う
少
し
で
守
護
霊
か
ら
大
金

が
贈
ら
れ
る
の
に
、
今
止
め
る
と
全
て
が
無
駄

に
な
る
」
と
引
き
留
め
ら
れ
た
。

【
事
例
２
】

　

街
中
で
「
運
命
を
鑑
定
し
ま
す
」
と
声
を
掛

け
ら
れ
了
承
す
る
と
、
現
在
気
が
か
り
で
悩
ん

で
い
る
事
を
指
摘
さ
れ
、
相
手
を
信
用
し
た
。

「
先
祖
の
供
養
を
し
た
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
勉

強
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
、
会
費
や
祈
祷
料
、

献
金
な
ど
で
合
計
１
０
０
万
円
く
ら
い
支
払
っ

た
。
生
活
が
不
安
だ
が
家
族
や
友
人
に
相
談
し

て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。冷
静
に
考
え
、

今
は
少
し
で
も
返
金
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
。

■
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
は
…

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
☎
１
８
８
（「
１い
や
や

８
８
泣
き
寝
入
り
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。）

　
埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
熊
谷

　
　
☎
０
４
８
‐
５
２
４
‐
０
９
９
９

　
役
場
『
消
費
者
相
談
窓
口
』

　
　
☎
76
‐
５
１
３
３
（
農
林
商
工
課
内
）

　

開
運
商
法
・
霊
感
商
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
無
料
を
う
た
っ
た
占
い
サ

イ
ト
や
街
中
、大
学
構
内
な
ど
で
の
声
掛
け
が
き
っ

「
私
に
は
、
見
え
ま
す
」

霊
感
等
の
知
見
を
用
い
た
「
怪
し
い

占
い
・
霊
感
商
法
」
の
勧
誘
に
注
意

か
け
で
、
期
待
や
不
安
を
あ
お
る
文
言
で
感
情
を

揺
さ
ぶ
ら
れ
、有
料
ポ
イ
ン
ト
や
高
額
商
品
の
購
入
、

献
金
な
ど
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

従
来
よ
り
消
費
者
契
約
法
で
は
、
霊
感
な
ど
に

よ
る
知
見
を
用
い
た
告
知
に
よ
る
勧
誘
は
契
約
取

消
し
の
対
象
で
し
た
が
、
消
費
者
被
害
の
深
刻
化

に
対
応
す
る
た
め
法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
前
は
「
そ
の
ま
ま
だ
と
消
費
者
本
人
の
将

来
に
悪
い
事
が
起
き
る
と
不
安
を
あ
お
る
勧
誘
」

が
取
消
し
対
象
で
し
た
が
、
改
正
後
は
「
消
費
者

本
人
ま
た
は
消
費
者
の
親
族
の
生
命
や
財
産
な
ど

に
関
し
て
、
そ
の
ま
ま
だ
と
今
あ
る
悪
い
事
、
将

来
起
こ
る
悪
い
事
を
回
避
で
き
な
い
と
不
安
を
あ

お
っ
た
り
、
現
在
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
に
乗

じ
た
り
す
る
勧
誘
」
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。　

　
行
使
期
間
は
契
約
締
結
か
ら
１０
年(

改
正
前
は
５

年)
、
被
害
を
受
け
て
い
た
と
気
付
い
た
時
か
ら
３

年(
改
正
前
は
１
年)

の
間
、
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・�

期
待
や
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
て

も
、
不
要
な
ら
ば
毅
然
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

・�

占
い
師
や
鑑
定
士
に
成
り
す
ま
し
て
個
人
情
報

を
聞
き
出
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報
は

気
軽
に
相
手
に
伝
え
ず
、
支
払
い
が
発
生
す
る

よ
う
な
場
合
は
慎
重
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

み
さ
と
文
芸

み
さ
と
文
芸

俳
句
と
短
歌
を
募
集
中
！

毎
月
５
日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

 

短
歌

 

俳
句

６月23日㈮から 29日㈭は、「男女共同参画週間」です
男女共同参画ニュース

埼玉県男女共同参画推進センター（With Youさいたま）　☎048-600-3800
（月～土曜日　午前10時～午後８時30分）※祝日・年末年始・第３木曜日を除く

令和５年度「男女共同参画週間」キャッチフレーズ

無くそう思い込み、守ろう個性
みんなでつくる、みんなの未来。 （内閣府公募）

■関係機関をご紹介します

問合せ＝総務課　庶務係　☎76-1115

　「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平成11年６月23日を踏まえ、毎年６月23日から29
日までの１週間を「男女共同参画週間」として定めています。
　内閣府では「男女共同参画社会の実現と女性活躍の推進に向けた、日本国内、国際社会へのメッセージ」
をテーマとしてユース世代を対象に募集し、このキャッチフレーズが選ばれました。
　男性と女性が互いにその人権を尊重し、性別にかかわりなくその個性と能力を十分に発揮し「男だか
ら」「女だから」といった、性別で固定的に役割を決めつけてしまう意識に気付き、この意識を見直して
いくことが必要です。

ホームページ
QRコード

　「本当は家事や育児などにもっと関わりたい」という男性もいると思いますが、「毎日残業でなかなか休暇
が取れない」「育児休業を取得できない」と最初から諦めてしまっていることもあるでしょう。男性が育児
などで休みを取りにくく、女性なら取りやすいという環境では、男性と女性の仕事と家庭のバランスの偏
りが大きいままになってしまいます。
　誰にとっても働きやすい社会が求められています。そのためには、性別による差別や偏見、さまざまな
社会制度の見直しや長時間労働前提の労働環境を変えること、そして男性たち自身が暮らし方を変えてい
くことも必要です。
　そうすることで、男性だけでなく女性にとっても暮らしやすい社会への一歩につながります。

男女ともに活躍できる社会とは？

男性のための電話相談　☎048-601-2175（毎月第１・３日曜日　午前11時～午後３時）
相談内容…人間関係、家族・夫婦、ＤＶ、生き方など相談内容は問いません。

　人権擁護委員は、法務大臣に委嘱されたかたで、地域の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手
伝いをしたり、人権侵害が起きないように見守りをしています。

　現在、町では、岡田和已さん、逸見智惠子さん、中島勇次さんが委嘱されています。

人権擁護委員をご紹介します
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